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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成27年1月22日(2015.1.22)

【公開番号】特開2013-224009(P2013-224009A)
【公開日】平成25年10月31日(2013.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2013-060
【出願番号】特願2012-267495(P2012-267495)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   5/14     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/00    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｂ   5/14    　　　Ａ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３５０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月3日(2014.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）光透過性支持層； 
（Ｂ）光学調整層；及び
（Ｃ）酸化インジウムスズを含有する光透過性導電層
を含有し、
前記光学調整層（Ｂ）が、前記光透過性支持層（Ａ）の少なくとも一方の面に、直接又は
一以上の他の層を介して配置されており、かつ
前記光透過性導電層（Ｃ）が、前記光透過性支持層（Ａ）の少なくとも一方の面に、少な
くとも光学調整層（Ｂ）を介して配置されている光透過性導電性フィルムであって：
前記光学調整層（Ｂ）が、ジルコニアを含有し、かつ厚さ０．４～３μｍであり；かつ
薄膜法によるＸＲＤ測定において、ジルコニアに由来する２θ＝２８°付近のピークの、
酸化インジウムスズに由来する（２２２）面のピークに対する比が１．２～１２であるこ
とを特徴とする、光透過性導電性フィルム。
【請求項２】
前記ジルコニアの平均粒子径が、１０～４０ｎｍである、請求項１に記載の光透過性導電
性フィルム。
【請求項３】
前記光透過性導電層（Ｃ）が、酸化インジウムスズを含有する層を大気中９０～１６０℃
で１０～１２０分間加熱することにより得られうる、請求項１又は２に記載の光透過性導
電性フィルム。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかに記載の光透過性導電性フィルムを含有する、タッチパネル。
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